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表 1 -1 本校研究の流れ
時期・年代 研究 づ" 一 マ
第 I期研究 f本校の児童・生徒の実態に応、じた教育課程の編成と実践j







第W期研究 「変容の実感(その 1はたらく )J
平成元~フ年度 ~小・中・高各学部、家底、地域のそれぞれの実践を交流し合いながら
“はたらく"ことをテーマ!こした生活づくりを進める~
平成元-2年度 第 1次 rIJ、.中・高各学部それぞれの取り組みからの提言J研史紀要第6築
平成3-4年度 第 2次 f小・中・高各学部簡の実践交流j 研究紀要第フ集
平成5-7年度 第 3次 f家庭、地域との連携j 研究紀要第8集
第V期研覧 「自立をめざす小・中・高一貫した教育課程の編成と実践j








































































































ち、 (1) 教育課謹及び教青内容における支援、 (2) I個別の指導許麗Jにおける支援、lliL斐笠
にかかわる小・中・高の連携や家庭・地域社会・関係機関との連携における支援について、各学
部研究、個人事例研究を進める。さらに、全校的な取り組みについて、研究部で計画・実施し、
集約する。
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